
　１．施⼯後の対応
　万⼀、連⽴トイレに正規品のみを取り付けて誤作動した場合は、現場で特注品に切り替えることができます。
　この場合は、必ずリモコンと本体に特殊コードラベルを貼ってください。（メンテナンス性向上のため）
　特殊コードラベルの品番は、特殊コードラベル⼀覧をご確認ください。

　２．連⽴トイレの配置例

２０２１．６．１４　改訂

らくらくリモコンを現場対応でリモコン相互⼲渉防⽌にする場合

正
規
品

タ
イ
プ
１

︵
特
１
︶

タ
イ
プ
２

︵
特
２
︶

タ
イ
プ
３

︵
特
３
︶

タ
イ
プ
４

︵
特
４
︶

タ
イ
プ
５

︵
特
５
︶

正
規
品

タ
イ
プ
１

︵
特
１
︶

タ
イ
プ
２

︵
特
２
︶

タ
イ
プ
３

︵
特
３
︶

タ
イ
プ
４

︵
特
４
︶

タ
イ
プ
５

︵
特
５
︶

＊らくらくリモコンの連⽴設定は「特５」までしか設定できません。
併設するウォシュレット本体のリモコンも「特５」までの設定で対応願います。
後付けでらくらくリモコンを設置して、ウォシュレット本体のリモコンが「特６」以降の設定をされている場合は、
ウォシュレット本体側のリモコンを交換願います。
（ジャンパー線を切断して連⽴設定するため、あとからつなぐことができません。）

http://search.toto.jp/contents/navi/construction/wl/remocon_side/tokushukodo_raberu_tca.pdf


　　<<リモコン側の設定⽅法>>
⼿順
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３

４

２０１０．４．８　作成

リモコン特殊コード切り替え⽅法

＊１　ウォシュレット本体側の切替作業終了後、必ず作動確認を⾏ってください。
＊２　基板内部を扱う作業になりますので、静電気及び取り扱いには⼗分ご注意ください。
　　　（内部精密機器を破壊するおそれがあります。）

２

①電池カバー切り⽋
き部に－ドライバー
を差し込んで電池
カバーを開ける。
(－ドライバーを差し込
んでかるく起こすと
カバーが開きます。)

②乾電池をはずす。

③化粧カバーをはず
す。

④ねじ３本をはずし
て、リモコンを壁
から取りはずす。

電池カバー切⽋部
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⑤裏⾯のねじ５本を
はずす。（○部）
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リモコン基板上の３本のジャンパー線を、上
記表にしたがってニッパで切断することにより
特１〜特５へ切り替える。

◎︓つながったまま ×︓切断

JP1
JP2
JP3

切り替え後の特殊コードラベルを貼る。
◎らくらくリモコンの側⾯に貼付してください。

①裏板をねじでリモコンに取り付ける。

※本体側の設定は各機種のリモコン連⽴設定の資料をご参照ください。


